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３
年
目
の

　
「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
づ
く
り
」

　

認
証
制
度

　

ト
キ
と
共
生
す
る
豊
か
な
自
然
の
中
で
生

ま
れ
た
佐
渡
産
農
林
水
産
物
は
、
安
全
・
安

心
な
生
産
物
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い

ま
す
。

　

特
に
、
ト
キ
の
初
め
て
の
放
鳥
に
合
わ
せ

て
平
成
20
年
か
ら
生
産
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
」
認
証
米
は
、
ト
キ
の

エ
サ
場
と
な
る
水
田
を
確
保
す
る
環
境
に
や

さ
し
い
農
法
が
、
消
費
者
の
共
感
を
呼
び
、

順
調
に
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　

里
田
ま
い
さ
ん
も

　
「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
」
認
証
米

　

の
フ
ァ
ン

　

テ
レ
ビ
な
ど
で
活
躍
中
の
、
歌
手
で
タ
レ

ン
ト
の
里
田
ま
い
さ
ん
が
、
佐
渡
市
で
８
割

減
減
（
農
薬
・
化
学
肥
料
の
使
用
量
が
、
慣

行
栽
培
地
域
基
準
の
８
割
減
）
の
米
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
、
５
月
17
日
、
田

植
え
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

「「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
」
認
証
米
を
毎
日
食

べ
て
い
ま
す
」
と
い
う
里
田
さ
ん
は
、
今
後
、

田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査
や
、
草
取
り
、
稲

刈
り
に
来
島
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

佐
渡
市
で
は
、
里
田
さ
ん
を
「
朱
鷺
と
暮

ら
す
親
善
大
使
」
に
任
命
し
、
佐
渡
市
の
生

き
も
の
を
育
む
取
組
み
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

「佐渡Kids生きもの調査隊」による田植え。秋の実りが楽しみです。
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朱鷺と暮らす郷づくり

里田さんを「朱鷺と暮らす親善大使」
に任命。

　

今
年
度
の
主
な
取
組
み

　

放
鳥
さ
れ
た
ト
キ
が
空
を
舞
い
、
田
ん
ぼ

で
エ
サ
を
と
る
姿
を
見
る
機
会
も
増
え
ま
し

た
。
ト
キ
と
共
生
し
て
い
く
た
め
の
「
生
き

も
の
を
育
む
農
法
」
が
農
家
に
浸
透
し
始
め
、

認
証
制
度
へ
の
取
組
み
は
着
実
に
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
で
作
ら
れ
た
ト
キ
認
証
米
は
、

通
常
よ
り
３
割
以
上
値
段
が
高
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
好
調
な
売
れ
行
き
で
、
21
年
産
は
今

秋
ま
で
に
完
売
の
見
通
し
で
す
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
首
都
圏
・
京
阪
神
等

の
大
都
市
を
中
心
と
し
た
販
路
拡
大
を
目
指

す
と
と
も
に
、
10
月
に
名
古
屋
市
で
開
催
さ

れ
る
「
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約
国
会

議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）」
に
合
わ
せ
、
名
古
屋
市
周

辺
で
の
販
売
拡
大
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
販

売
の
み
な
ら
ず
、
佐
渡
全
体
を
発
信
す
る
こ

と
で
、
観
光
へ
の
波
及
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
小
学
４
年
〜
６
年
生

で
結
成
す
る
「
佐
渡
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
生
き
も
の
調

査
隊
」
が
、
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査
の
ほ

か
に
、
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
で
の
米
づ
く

り
に
初
挑
戦
し
ま
す
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
、

ト
キ
の
野
生
復
帰
や
、
人
と
自
然
・
生
き
も

の
と
の
か
か
わ
り
、
食
に
つ
い
て
学
ん
で
い

き
ま
す
。

　

そ
し
て
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
佐

渡
の
環
境
を
学
び
な
が
ら
、
健
全
な
食
生
活

を
実
践
で
き
る
よ
う
、
安
全
・
安
心
で
お
い

し
い
ト
キ
認
証
米
を
学
校
給
食
で
提
供
し
ま

す
。
す
で
に
米
飯
給
食
で
は
ト
キ
認
証
米
を

導
入
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
パ
ン
給
食
で

も
ト
キ
認
証
米
か
ら
作
っ
た
「
米
粉
パ
ン
」

を
６
月
か
ら
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
農
家
、
Ｊ
Ａ
、
行
政
の
連
携
に

よ
る
取
組
み
を
進
め
、
豊
か
な
環
境
か
ら
佐

渡
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

※エコファーマーとは、土壌診断に基づく土作り、
化学肥料・農薬の低減に取り組み、安全・安
心な農業を実践する農業者のことです。

トキ認証米はしっかりとした
食感と、噛みしめるほど口の
中に広がる甘みが自慢です。

　田んぼにはどんな生きものがすん
でいるのか、その種類や数を調べて
みましょう。田んぼの環境の豊かさ
と、収穫されるお米の安全性がわか
ります。

「佐渡Kids生きもの調査隊」に参加
したい！という方、いつでも大歓迎
です。

詳しくは、市役所農林水産課生物多

様性推進室 63-3761（市役所第

2庁舎）まで。

しやくしょのうりんすいさんかせいぶつたくわ

しやくしょだい

ちょうしゃ

さど    キッズ ちょうさたい さんか

だいかんげい

ようせいすいしんしつ

この数字をチェック！
「朱鷺と暮らす郷づくり」認証制度
取組実績

年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度（見込）

426ha

862ha

1,234ha

256戸

510戸

695戸

面積 農家数

（H22.5.10現在見込）

6月13日（日）・8月1日（日）は

「佐渡生きもの調査の日」

「朱鷺と暮らす郷」認証米とは？
以下の４つの認証基準をクリアした佐渡産
コシヒカリで、売り上げの一部はトキ保護
募金に寄付されます。

【認証基準】
１）佐渡産のお米であること

２）栽培者が新潟県が認定するエコファー

マー（※）であること

３）農薬や化学肥料を使わないで栽培され

ているか、または佐渡地域慣行栽培基準

から５割以上減らしていること

４）江の設置、冬期湛水、水路や魚道の設置、

ビオトープの設置といった「生きものを

育む農法」により栽培されていること

たん
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お
米
の
新
し
い
消
費
ス
タ
イ
ル

　

米
粉
に
注
目

　

佐
渡
市
で
は
、
昨
年
「
佐
渡
市
地
産
地
消

条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
地
元
で
と
れ
た

も
の
を
地
元
で
消
費
す
る
「
地
産
地
消
」
を

推
進
し
、
農
林
水
産
業
の
振
興
や
健
康
的
な

生
活
の
実
現
、
さ
ら
に
循
環
型
社
会
の
形
成

を
目
指
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
面
で
の
効

果
を
生
み
出
す
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
取
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
食
生
活

の
変
容
で
年
々
消
費
が
減
少
し
て
い
る
お
米

の
消
費
拡
大
の
た
め
に
、
米
粉
の
普
及
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
昔
か
ら
お
米
を
粉
に
し
て
、
団

子
や
和
菓
子
な
ど
を
作
り
、
食
べ
継
が
れ
て

き
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
粒
子
を
よ
り
細
か

く
で
き
る
製
粉
技
術
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
で
、

小
麦
粉
の
代
用
と
し
て
米
粉
が
注
目
さ
れ
、

パ
ン
や
麺
、
洋
菓
子
な
ど
に
需
要
の
幅
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
国
内
で
自
給
可
能
な
お
米
の
消
費
量

が
増
え
れ
ば
、
水
田
の
有
効
活
用
や
、
食
料

自
給
率
の
向
上
、
輸
入
小
麦
の
輸
送
に
か
か

る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

新
潟
県
で
も
小
麦
粉
消
費
量
の
10
％
以
上

を
米
粉
に
置
き
換
え
る
「
Ｒ
10
（
ア
ー
ル
テ

ン
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し
、
食
料
自

給
率
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

佐
渡
で
初
め
て
の

　

米
粉
工
場
が
完
成

　

金
井
新
保
の
コ
ー
プ
佐
渡
・
米
穀
セ
ン
タ

ー
内
に
、
佐
渡
で
初
の
米
粉
製
造
工
場
が
完

成
し
ま
し
た
。
５
月
10
日
に
竣
工
式
が
行
わ

れ
、
佐
渡
市
や
Ｊ
Ａ
の
代
表
者
な
ど
が
、
工

場
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
の
工
場
で
は
、
洗
っ
た
米
を
ぬ
れ
た
ま

ま
の
状
態
で
製
粉
器
の
中
で
粉
砕
し
、
熱
風

で
急
速
に
乾
燥
さ
せ
る
「
気
流
式
粉
砕
装

置
」
を
導
入
。
こ
の
気
流
粉
砕
方
式
に
よ
っ

て
、
米
粉
食
品
に
適
し
た
良
質
な
米
粉
が
で

き
ま
す
。

　

製
造
に
は
「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
」
認
証
米

を
使
い
、
今
年
度
は
約
25
ト
ン
の
米
粉
製
造

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
米
粉
は
、
学
校
給
食
の
米
粉
パ
ン
に

使
用
さ
れ
る
ほ
か
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー
な
ど

で
販
売
。
今
後
、

島
外
へ
も
販
路
が

拡
大
さ
れ
、
環
境

に
や
さ
し
い
佐
渡

産
ブ
ラ
ン
ド
の
ひ

と
つ
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

米
粉
の
い
い
と
こ
ろ

　

米
粉
は
、
人
間
に
必
要
な
ア
ミ
ノ
酸
も
豊

富
な
の
で
、
栄
養
満
点
で
す
。
消
化
も
緩
や

か
な
の
で
、
急
激
な
血
糖
値
の
上
昇
を
抑
え

ら
れ
ま
す
。

　

米
粉
で
作
ら
れ
た
パ
ン
や
麺
は
、
も
ち
も

ち
し
た
食
感
が
楽
し
め
、
お
米
の
ほ
ん
の
り

し
た
甘
み
が
味
わ
え
ま
す
。

　

ま
た
、
米
粉
は
小
麦
粉
よ
り
も
油
の
吸
収

率
が
低
い
の
で
、
揚
げ
物
の
衣
に
使
え
ば
サ

ク
サ
ク
の
食
感
。
い
つ
も
よ
り
さ
っ
ぱ
り
し

た
味
に
な
り
、
し
か
も
ヘ
ル
シ
ー
で
す
。

　

パ
ン
や
麺
、
お
菓
子
や
ピ
ザ
な
ど
、
小
麦

粉
の
代
わ
り
と
し
て
、
い
つ
も
の
食
生
活
に

取
り
入
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

1kｇ450円
500ｇ250円

米粉100％
500ｇ198円

天ぷら・ケーキ
・クッキーなどに

米粉パン用
ミックス粉

パン・ピザ・麺などに

「朱鷺と暮らす郷」認証米を使った
米粉「さどっ粉」

米粉を製造する装置（写真左）と、関係者による
テープカット（右）

もちもちの食感と
ほんのりした甘みが魅力の
「米粉パン」

広がる
お米の可能性
広がる
お米の可能性
広がる
お米の可能性
広がる
お米の可能性
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渡邉 剛忠　前教育長

臼杵 國男　教育長

　

佐
渡
市
教
育
委
員
会
で
は
、
臨
時
教
育
委
員
会
を
開
催
し
、
委
員
長
お
よ
び
教
育
長
の
委

員
会
人
事
を
決
定
し
ま
し
た
。
新
委
員
長
に
は
、
前 

佐
渡
市
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
の

小
林
祐
玄
氏
が
、
新
教
育
長
に
は
、
前 

佐
渡
市
教
育
委
員
長
の
臼
杵
國
男
氏
が
就
任
し
ま

し
た
。

新
た
に　

臼
杵
教
育
長　

就
任

新
た
に　

臼
杵
教
育
長　

就
任

【
略
歴
】
両
津
小
学
校
校
長
、
佐
渡
総
合
教

育
セ
ン
タ
ー
所
長
、
佐
渡
市
教
育
委
員
長

【
任
期
】
平
成
22
年
５
月
８
日
〜
平
成
24
年

５
月
７
日

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

教
育
委
員
会
は
、
佐
渡
の
将
来
を
背
負
う

子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
、

夢
と
誇
り
を
も
っ
て
、
自
立
す
る
人
づ
く
り

と
市
民
の
皆
さ
ま
の
文
化
と
教
養
を
高
め
、

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
健
康
づ
く
り
、
そ
し
て
、

伝
統
文
化
・
文
化
財
・
史
跡
等
の
発
掘
・
保

存
・
研
究
な
ど
佐
渡
の
歴
史
的
遺
産
を
後
世

に
伝
え
て
い
く
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

　

市
の
教
育
・
文
化
の
充
実
発
展
の
た
め
に
、

職
員
と
共
に
、
微
力
で
す
が
誠
心
誠
意
、
職

務
に
励
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

こ
の
た
び
５
月
７
日
を
も
ち
ま
し
て
教

育
長
の
任
期
が
満
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
、
児
童
・
生
徒
の
心

を
大
切
に
し
「
学
力
・
体
力
の
向
上
」、
「
佐

渡
学
」
「
学
校
統
合
」
や
「
世
界
遺
産
」

等
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
皆
さ
ま
方
の
ご
指
導
・
ご
協
力

に
心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

佐
渡
は
自
然
や
人
情
が
豊
か
な
歴
史
と

文
化
の
美
し
い
島
、
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
誇
れ
る
島
づ
く
り
に
一
層
努
め
て

い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

佐
渡
市
の
益
々
の
発
展
と
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
て
退
任
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
30
日
、
北
陸
信
越
運
輸
局
に
て
、

観
光
庁
か
ら
「
ト
キ
め
き
佐
渡
・
に
い
が

た
観
光
圏
」
と
し
て
認
定
さ
れ
た
佐
渡
市

と
新
潟
市
へ
の
認
定
書
交
付
式
が
行
わ
れ
、

後
藤
運
輸
局
長
か
ら　

野
、
篠
田
両
市
長

に
認
定
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
観
光
圏
で
は
、
平
成
26
年
度
ま
で
の

５
か
年
計
画
で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
佐
渡
汽
船
、

新
潟
交
通
、
新
潟
交
通
佐
渡
、
佐
渡
観
光
協

会
、
新
潟
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
な
ど

の
民
間
企
業
と
連
携
し
て
、
２
泊
３
日
以
上

の
滞
在
型
観
光
を
目
指
し
ま
す
。

　

東
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
と
し
て
国
際
的
な
拠

点
性
や
都
市
機
能
に
優
れ
、
か
つ
、
み
な
と

ま
ち
文
化
と
田
園
都
市
が
融
合
す
る
新
潟
市

と
、
朱
鷺
を
始
め
と
し
た
豊
か
な
自
然
や
伝

統
文
化
・
芸
能
な
ど
に
恵
ま
れ
た
佐
渡
市
が

共
に
連
携
し
、
国
内
は
も
と
よ
り
広
く
東
ア

ジ
ア
か
ら
の
誘
客
を
図
る
た
め
、
着
地
型
の

宿
泊
商
品
開
発
や
両
市
の
観
光
施
設
を
周
遊

で
き
る
パ
ス
ポ
ー
ト
券
の
発
行
な
ど
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ば
や
し　

ゆ
う
げ
ん

う
す
き　

く
に
お

認定書を受け取る篠田新潟市長（写真右）
と　野市長

「トキめき佐渡・
にいがた観光圏」
が観光庁から
認定されました

お問い合わせ
市役所観光商工課　 63-5116

（市役所第2庁舎内）
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大
学
と
連
携
し
、

 
 

地
域
活
性
化
や
環
境
保
全
な
ど

 
 
 
 
 
 

地
域
の
課
題
に
取
り
組
み
ま
す

 　

佐
渡
市
で
は
、
大
学
の
持
つ
知
的
資
源
や

人
的
資
源
等
を
活
用
し
、
活
力
の
あ
る
地
域

社
会
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の

課
題
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
様
々
な

大
学
と
の
連
携
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
佐
渡
市
ト
キ
交
流
会
館
を
、

大
学
と
の
連
携
事
業
の
活
動
拠
点
と
し
て
も

位
置
づ
け
、
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

新
潟
大
学
が「
朱
鷺
・
自
然
再
生
学

研
究
セ
ン
タ
ー
」を
開
所
し
ま
し
た

　

佐
渡
市
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い

る
新
潟
大
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
佐
渡
島
に
お

い
て
、
ト
キ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
ビ
オ
ト
ー

プ
整
備
な
ど
の
調
査
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
た
び
、
佐
渡
市
ト
キ
交
流
会
館

に
「
朱
鷺
・
自
然
再
生
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
ト
キ
を
シ
ン
ボ
ル
と

し
た
自
然
再
生
と
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
総

合
的
な
研
究
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
り
、
ト

キ
の
野
生
復
帰
を
支
援
す
る
だ
け
で
な
く
、

ト
キ
と
の
共
生
を
軸
に
し
た
佐
渡
島
の
未
来

像
を
探
り
、
自
然
再
生
・
地
域
づ
く
り
の
た

め
の
人
材
養
成
を
担
う
も
の
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
に
は
、
地
域
の
方
々
が
利
用
い

た
だ
け
る
「
セ
ミ
ナ
ー
室
」
と
、
他
大
学
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
々
に
利
用
い
た
だ
け
る
「
共
同

研
究
室
」
が
あ
り
ま
す
。
大
学
と
地
域
と
が

一
体
と
な
っ
て
自
然
再
生
と
地
域
づ
く
り
を

考
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
目
標
が
達
成
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
に
は
、
山
岸
哲
セ
ン
タ
ー
長
（
新

潟
大
学
特
任
教
授
／
山
階
鳥
類
研
究
所
名
誉

所
長
）
の
他
、
約
15
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐

し
ま
す
。　

お
問
い
合
わ
せ　

新
潟
大
学
朱
鷺
・
自
然
再
生
学
研
究
セ
ン
タ
ー

22
―
３
８
８
５　

F
A
X
22
―
３
９
９
０

メ
ー
ル tok

ipro-sad
o@
ad
m
.n
iig
ata-u

.ac.jp

東
京
農
業
大
学
が「
子
ど
も
向
け
教
材

開
発
・
普
及
活
動
」に
取
り
組
み
ま
す

　

佐
渡
市
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い

る
東
京
農
業
大
学
で
は
、
独
立
行
政
法
人
青

少
年
教
育
振
興
機
構
が
行
う
、
平
成
22
年
度

子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
金
を
活
用
し
て
、
子

ど
も
向
け
視
聴
覚
教
育
資
料
を
作
成
・
頒
布

し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
、
「
佐
渡
の
自
然
と
ト
キ
の
野

生
復
帰
か
ら
学
ぶ 

食
、
農
、
環
境 

― 

人
と

自
然
の
共
生
」
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
佐
渡
を
１
年
間
か
け
て
取
材

し
、
視
聴
覚
教
育
資
料
を
全
国
の
高
校
や
、

自
然
系
博
物
館
お
よ
び
大
学
博
物
館
に
無
償

頒
布
す
る
ほ
か
、
東
京
農
業
大
学
「
食
と
農
」

の
博
物
館
で
３
年
間
放
映
す
る
こ
と
に
よ
り
、

佐
渡
島
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
み
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　

東
京
農
業
大
学　

事
務
局 

局
次
長　

大
倉

０
３
―
５
４
７
７
―
２
２
２
３　

　

F
A
X
０
３
―
５
４
７
７
―
２
６
４
５

　

メ
ー
ル o

k
u
ra
@
n
o
d
a
i.a
c.jp

東
京
工
業
大
学
等
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が

「
ロ
ー
カ
ル
・
コ
モ
ン
ズ
再
生
共
同
研
究

所
」を
開
所
し
ま
し
た　

　

科
学
技
術
振
興
機
構
・
社
会
技
術
研
究
開

発
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
・
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｘ
）

の
研
究
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
地
域
に
根
ざ
し

た
脱
温
暖
化
・
環
境
共
生
社
会
」・「
地
域
共

同
管
理
空
間
（
ロ
ー
カ
ル
・
コ
モ
ン
ズ
）
の

包
括
的
再
生
の
技
術
開
発
と
そ
の
理
論
化
」

研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
グ
ル
ー
プ
（
東

京
工
業
大
学
・
九
州
大
学
・
兵
庫
県
立
大
学

の
研
究
グ
ル
ー
プ 

代
表　

桑
子
敏
雄
（
東

京
工
業
大
学
大
学
院
教
授
）
）
は
、
自
然
生

態
系
と
地
域
社
会
の
包
括
的
再
生
に
向
け
て

研
究
を
進
め
る
た
め
、
佐
渡
市
ト
キ
交
流
会

館
に
「
ロ
ー
カ
ル
・
コ
モ
ン
ズ
再
生
研
究
所
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

研
究
所
で
は
、
ア
メ
リ
カ
で
環
境
哲
学
と

い
う
学
問
を
切
り
開
い
た
ベ
ア
ー
ド
・
キ
ャ

リ
コ
ッ
ト
氏
（
ノ
ー
ス
テ
キ
サ
ス
大
学
教
授
）

を
招
い
て
、
生
物
多
様
性
の
保
全
と
脱
温
暖

化
対
策
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
佐
渡
島
の
環
境

保
全
・
再
生
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
談
義
し

ま
す（
環
境
哲
学
国
際
談
義
）。
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
点
で
佐
渡
島
の
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

会　

場　

ト
キ
の
む
ら
元
気
館

日　

時　

６
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
午
後
５
時
30
分

連
絡
先　

兵
庫
県
立
大
学
環
境
人
間
学
部 

　
　
　
　

環
境
教
育 

講
師 

豊
田
光
世

　
　
　
　

０
７
９
―
２
９
２
―
９
４
１
０

メ
ー
ル　

to
y
o
d
a
@
sh
se
.u
-h
y
o
g
o
.a
c.jp
  

お
問
い
合
わ
せ　

ロ
ー
カ
ル
・
コ
モ
ン
ズ
再
生
共
同
研
究
所

・
F
A
X 

22
―
３
６
６
６

メ
ー
ル　

k
am
ok
en
0
8
@
eb
on
y
.plala.or.jp

「朱鷺・自然再生学研究センター」の開所式
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「佐渡市一斉清掃」
参加者募集！

今年も「美しい島づくり」の一環として実施します。

皆さんの参加をお待ちしています。

地区 実施場所 集合場所 実施日 集合時間

真野 新町海岸
新町海岸

（テクノサド（株）裏）
6／26 8：00

地域住民以外の方や事業所、各種団体で参加いただける場合は、

指定地区の真野行政サービスセンターまたは、市役所環境対策

課へご連絡ください。作業時間は、2時間程度の予定です。

｢佐渡市一斉清掃」実施期間中の集落のみを掲載しています。参加いただける場合は、各地区の市政事務

嘱託員へご連絡ください。 （H22 . 5 . 21現在）
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市
内
の
空
き
家
を
活
用
し
、
地
域
へ
新
た

な
仲
間
を
招
き
入
れ
、
そ
の
方
が
円
滑
に
と

け
込
め
る
よ
う
に
応
援
す
る
た
め
、
自
治
会

等
へ
の
補
助
金
交
付
制
度
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

地
域
活
性
化
の
た
め
、
ぜ
ひ
こ
の
制
度
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

交
付
対
象
団
体

佐
渡
市
空
き
家
情
報
シ
ス
テ
ム
に
空
き
家

所
有
者
の
同
意
を
得
て
物
件
情
報
を
登
録

し
、
入
居
者
が
地
域
に
円
滑
に
と
け
込
め

る
よ
う
に
支
援
す
る
自
治
会
・
区
・
町
内

会
・
集
落
等

交
付
要
件

登
録
物
件
に
対
し
て
初
回
の
入
居
者
が
決

定
し
、
自
治
会
等
へ
加
入
し
た
場
合

交
付
額

　

１
物
件
に
つ
き
５
万
円

佐渡・花の島プロジェクト実行委員会では
地域の花緑化運動に助成を行っています

　佐渡・花の島プロジェクト実行委員会は、佐渡の自然・魅力を生かし、

四季折々に花が咲く島づくりをするための普及啓発活動・調査事業・地

域花緑化支援事業などの活動をしています。

　地域の花緑化などに取り組むボランティア等の活動経費を助成しますので、ぜひお申し込みください。

助成対象団体…地域で花緑化活動を実施しているか、または実施しようとする地域住民、ボランティア団体等

助成対象事業…（１）花等の植裁　（２）花等の維持管理　（３）花緑化推進のための普及啓発事業

事業対象期間…平成22年4月1日～平成23年3月31日までに実施する事業

助成対象経費…原則として１団体あたり３万円を上限とします。

締切り…………6月30日（水）

助成事業の選定…応募団体が多数の場合は、審査の上、助成団体の決定を行います。

お申し込み・お問い合わせ　

佐渡・花の島プロジェクト実行委員会（事務局　市役所観光商工課内  63－5116（市役所第2庁舎））

【平成22年度地域活動グループ支援事業のご案内】

佐渡市
空き家情報
（HP）

佐渡市定住支援活動補助金
交付制度のご案内 

お問い合わせ

市役所地域振興課 　 63-4152

～空き家入居者を迎え入れる
　　　自治会等を支援します～
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ト
キ
の
森
づ
く
り
参
加
企
業
等 

ト
キ
の
す
む
佐
渡
の
森
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
を 

募
集
し
ま
す

　

森
は
、
私
た
ち
が
生
活
す
る
上
で
欠
か

せ
な
い
酸
素
を
生
み
、
土
を
つ
く
り
、
水

を
育
み
、
洪
水
を
防
ぐ
な
ど
、
様
々
な
公

益
的
機
能
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

ト
キ
の
す
む
佐
渡
の
森
と
し
て
未
来
に

引
継
ぐ
た
め
、
企
業
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
環

境
整
備
協
力
金
の
提
供
を
い
た
だ
き
、
森

林
整
備
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

参
加
い
た
だ
け
る
企
業
等
に
は
、
市
か

ら
参
加
申
込
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

電
話
等
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
平
成
21
年
度
の
寄
付
金
の
活
用
実
績

　

新
穂
北
方
地
内
の
森
林
間
伐

（
作
業
面
積
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

※
間
伐
・
・
・
主
な
木
の
生
育
を
助
け
た
り
、

採
光
を
よ
く
し
た
り
す
る
た
め
に
、
適
当

な
間
隔
で
木
を
伐
採
す
る
こ
と
。

○
ト
キ
の
森
づ
く
り
参
加
企
業
（
敬
称
略
）

〈
市
内
〉

サ
ン
ア
ロ
ー
化
成
株
式
会
社

株
式
会
社
佐
渡
乳
業　
　
　

内
藤
電
誠
工
業
株
式
会
社

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
ム
サ
シ
Ｆ
Ｃ
羽
茂
店

社
団
法
人　

佐
渡
観
光
協
会　
　
　
　
　

セ
ー
ブ
オ
ン
佐
渡
両
津
店
／
金
井
店
／
真

野
店
／
佐
和
田
店
／
畑
野
店
／
相
川
店
／

羽
茂
店
／
原
黒
店
／
中
興
店

〈
市
外
〉

株
式
会
社
マ
グ
マ

　
　
　

島
倉　

嘉
作
（
旧
真
野
町
出
身
）

昭
和
ゴ
ム
機
工（
株
）

　
　
　

川
村　

敏
夫
（
旧
畑
野
町
出
身
）

サ
ン
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
不
動
産（
株
）

　
　
　

堀
口　

智
顕
（
旧
小
木
町
出
身
）

　市税は、納税者の方が納期限までに自主的に納め

ていただくことになっていますが、納期限までに税

金が完納されない場合には、納期内に納められた方

との公平性を保つため、本来の税額に延滞金を加算

して納付いただくことになるほか、「滞納処分」を

行うことがあります。

滞納はルール違反です！！
市税は納期内に納めましょう

◇督促状を送付します。 
　督促状が発送された日から10日を過ぎても
納付されないときは、滞納処分を受けることに
なります。 

◇財産調査をします。 
　滞納処分の対象になる財産等の有無、あるい
は財産の換価価値、権利関係等の調査を行います。
 調査先の主なものは、官公署・金融機関・勤
務先・取引先・滞納者の財産を占有する第三者
などです。

 
◇財産を差押・充当します。 
　財産調査で発見した財産に対する差し押えを
行います。
　差し押えの対象となる主なものは、土地・建
物などの不動産、動産、預貯金・給与・生命保
険などの債権、手形・小切手などの有価証券な
どです。
　差し押さえた預貯金・給与等を取り立て、滞
納となっている市税に充当します。また、不動
産や動産等は、公売を行い売却した代金を市税
に充当します。 

市税を納期限までに納めないと・・・ 
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ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

  

「
佐
渡
金
銀
山
の
魅
力
と
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
」

　

こ
の
ほ
か
、
ト
キ
保
護
募
金
箱
へ
の
募
金
、

10
個
人
・
５
団
体
の
方
か
ら
も
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
芳
志
は
、
ト
キ
保
護
増

殖
お
よ
び
野
生
復
帰
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

佐
渡
金
銀
山
の
魅
力
と
価
値
を
各
分
野

の
専
門
家
が
語
り
、
登
録
に
向
け
た
今
後

の
取
組
み
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
考

え
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時　

６
月
27
日
（
日
）

　
　
　

正
午
〜
午
後
２
時
50
分

会
場　

両
津
文
化
会
館
（
梅
津
２
３
１
４
）

プ
ロ
グ
ラ
ム

■
基
調
講
演

「
歴
史
と
文
化（
世
界
遺
産
）を
活
か
し
た

　

地
域
づ
く
り
」（
仮
）

　

講
師　

志
賀
秀
一
さ
ん
（
東
北
地
域
環

　
　
　
　

境
研
究
室
代
表
）

■
基
調
講
演

「
佐
渡
金
銀
山
の
魅
力
と
価
値
」

　

講
師　

永
松
武
彦
さ
ん
（
ゴ
ー
ル
デ
ン

　
　
　
　

佐
渡
相
談
役
）

■
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
佐
渡
金
銀
山
の
魅
力
と
世
界
遺
産
登
録
に

向
け
て
」

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　

大
野
裕
夫
（
県
副
知
事
）

　

パ
ネ
リ
ス
ト

　
　

志
賀
秀
一
さ
ん

　
　

永
松
武
彦
さ
ん

　
　
　

野
宏
一
郎
（
佐
渡
市
長
）

　
　

吉
田
博
（
県
教
育
庁
文
化
行
政
課
世

　
　
　
　
　
　

界
遺
産
登
録
推
進
室
参
与
）

入
場
無
料

主
催　

新
潟
県
、
佐
渡
市

お
問
い
合
わ
せ　

　

市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課

　
　

63
―
５
１
３
６

　

（
金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

第１回

日時　6月19日(土) 午後1 時～3時

会場　あいかわ開発総合センター

　　　大集会室

○「佐渡金銀山遺跡の調査と成果」

　　佐渡市世界遺産推進課主任

　　　　　　　　　　  宇佐美 亮

○「相川金銀山と古道」

　　佐渡市博物館協議会会長

　　　　　　　　  佐藤 利夫さん

世界遺産連続講座（全５回）開催
入場無料、申込不要

「国指定の文化財」記事は、お休みします。
次号は間ノ山・高任地区を紹介予定です。

寄　　付　　者 ご住所
浜坂 みつ子様

三国コカ・コーラボトリング（株）佐渡支店様

関川 吉明様

鈴木 律雄様

梅村 静代様

水野 淳子様

NPO 法人メダカのがっこう様

新発田市立紫雲寺小学校平成21年度六年生様

長岡市立川口小学校様

佐渡興産有限会社様

佐渡市健康推進協議会新穂支部様

新穂商工会様

葛原 美和様

農事組合法人大和田営農組合様

カンゾウの会様

社団法人佐渡版画村美術館様

朱鷺と暮らす郷づくり推進協議会会長江口誠治様

佐渡汽船運輸株式会社様

(有)高橋農園様

久留米利彦様

井上 和香子様

農事組合法人長畝生産組合代表理事渡邊正之様

協同組合米ネットワーク新潟様

羽豆 悦雄様

大和田 春男様

佐渡農業協同組合様

羽茂農業協同組合様

公孫会佐渡支部様

石川県羽咋市

佐渡市

千葉県千葉市

東京都世田谷区

愛知県名古屋市

千葉県流山市

東京都武蔵野市

新発田市

長岡市

佐渡市

新潟市

佐渡市

東京都大田区

上越市

佐渡市

新潟市

静岡県静岡市

東京都立川市

佐渡市

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

67
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沢根まつり

縄跳び大会

教科用図書展示会
平成22年度

　佐渡教科書センターでは、「適正採択」「研

究促進」「教科書理解」を図るために、平

成22年度の教科用図書展示会を行います。

皆さまのご来館をお待ちしています。

期　間
　6月18日（金）～7月7日（水）

　月曜日～金曜日　午前9時～午後5時

　（土曜日、日曜日は休館日です）

会　場
　佐渡市役所両津支所3階小ホール

内　容　
　・来年度採択予定教科書の見本版（小学校）

　・小・中学校の現在採択している教科書

　・小・中・高等学校の保存本

お問い合わせ
　教育委員会学校教育課 

23－4898

　（両津支所内）

◆
◆
◆ 
適
応
指
導
教
室
を
開
設
し
て
い
ま
す 
◆
◆
◆

月曜～金曜　
午前9時30分～午後2時30分
(相談は午前9時～午後5時)

月曜～金曜　午前9時～午後5時
佐渡市吉岡920番地1
佐渡市立真野図書館2Ｆ

あすなろ教室
（あおぞらホットライン）

0259－55－1011

あすなろ教室開設時間

　

佐
渡
市
教
育
委
員
会
で
は
、
何
ら
か
の

理
由
で
学
校
に
行
け
な
く
て
悩
ん
で
い
る

小
・
中
学
生
の
た
め
に
、
適
応
指
導
教
室

「
あ
す
な
ろ
教
室
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

教
室
で
は
、
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
や
体

験
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
自
身
が
問
題

を
解
決
し
て
い
く
力
を
身
に
付
け
る
よ
う

支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
電
話
「
あ
お
ぞ
ら

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
に
よ
る
相
談
も
行
っ
て

い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

○
通
級
し
た
日
は
、
学
校
に
出
席
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

○
自
分
が
決
め
た
時
間
だ
け
通
級
し
て
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。

○
教
室
が
休
み
と
な
る
日
…
土
・
日
曜
日
、

学
校
の
長
期
休
業
日

　　

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
各
学
校

ま
た
は
、
直
接
「
あ
す
な
ろ
教
室
」
へ
お
願

い
し
ま
す
。

「
ち
ょ
っ
と
、
ま
っ
た
ぁ
。
」

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
声
が
マ
イ
ク
を
通
し

て
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
響
き
ま
し
た
。
運
動

会
の
子
ど
も
た
ち
の
紅
白
綱
引
き
が
終

わ
っ
た
直
後
の
こ
と
で
す
。
「
子
ど
も

た
ち
に
親
た
ち
が
挑
戦
す
る
！
」
こ
う

し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
な
い
親
vs
子
の

綱
引
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

１
月
に
は
、
子
ど
も
た
ち
、
保
護
者

の
み
な
さ
ん
、
職
員
は
も
ち
ろ
ん
、
一

年
間
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
の
方
や
総

合
学
習
の
講
師
の
方
、
来
賓
の
皆
さ
ん

総
勢
１
９
０
名
が
体
育
館
に
集
ま
り
、

も
ち
つ
き
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
月
の
縄
跳
び
大
会
に
は
、
夜
数
回
、

秘
密
の
特
訓
を
重
ね
た
保
護
者
チ
ー
ム

が
参
加
し
ま

し
た
。
職
員

チ
ー
ム
も
参

加
し
ま
し
た
。

　

沢
根
小
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

に
は
、
ス
ロ

ー
ガ
ン
が
あ

り
ま
す
。
昨
年

度
ま
で
は
「
み

ん
な
で
育
て
る

沢
根
の
子
」
で

し
た
。

　

今
年
度
は
応

募
し
た
結
果
『
絆

の
輪　

未
来
へ

つ
な
ご
う　

沢

根
っ
子
』
に
決

定
し
ま
し
た
。

「
お
う
ち
の
人
や
地
域
の
方
と
い
っ
し
ょ

に
や
る
行
事
が
多
い
と
こ
ろ
」
昨
年
度
末
、

全
校
児
童
に
「
沢
根
小
学
校
の
い
い
と
こ

ろ
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
」
と
い

う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
採
っ
た
時
に
返
っ
て
き

た
回
答
の
一
つ
で
す
。　

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
報
告
書
の

最
後
の
方
に
『
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
人
が
学

校
の
諸
活
動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
し
て
く
れ
る
と
回
答
し
た
学
校
の
方
が

平
均
正
答
率
が
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
』

と
い
う
一
文
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
保
護
者
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
皆

さ
ん
に
囲
ま
れ
て
、
校
歌
の
一
節
に
あ
る

「
よ
い
子
の
沢
根
小
学
校
」
「
楽
し
い
沢

根
小
学
校
」
を
目
指
し
て
、
学
校
の
教
育

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
心
に
、
ど
ん
な
原
風
景

と
し
て
残
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

23
―
４
８
９
８
（
両
津
支
所
内
）

佐
渡
市
立
沢
根
小
学
校
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佐渡市立中央図書館  63-2800

本とあそぼう全国おはなし隊

　　

日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
秀
作
美
術
館
が
、
小
木

港
中
央
埠
頭
か
ら
小
木
図
書
館
併
設
、
旧
佐

渡
考
古
資
料
館
跡
に
移
設
し
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　

小
さ
な
美
術
館
で
す
が
、
特
別
収
蔵
作
品

と
し
て
、
ウ
イ
ン
ス
ト
ン
Ｓ
・
チ
ャ
ー
チ
ル

（
元
英
国
首
相
）
作
「
円
錐
形
の
ブ
イ
の
あ

る
海
景
」
、
夏
目
漱
石
作
「
僧
観
月
図
」
を

は
じ
め
、
故
森
繁
久
彌
作
「
う
な
ぎ
」
な
ど

著
名
人
の
作
品
や
、
新

た
に
平
成
21
年
度
収
蔵

し
た
５
点
の
作
品
も
展

示
し
て
い
ま
す
。
広
く

皆
さ
ま
に
観
覧
し
て
い

た
だ
き
た
く
、
入
館
料

は
無
料
（
た
だ
し
、
小
・

中
学
生
の
入
館
は
、
必

ず
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。
）
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
秀
作
美
術
館
】

※
休
館
日　

月
曜
日
・
祝
祭
日
お
よ
び
12
月
〜

２
月
の
土
・
日
曜
日
、
年
末
年
始

※
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

４
月
16
日
、
金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
、
今
年
度
の
わ
く
ド
キ
活
動
に
参
加
す

る
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
入
会
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
野
球
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

な
ど
ス
ポ
ー
ツ
系
９
教
室
に
参
加
す
る
子
ど

も
た
ち
と
そ
の
保
護
者
約
３
５
０
名
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

参
加
の
子
ど
も
た
ち
は
、
以
前
か
ら
参
加

し
て
い
た
子
ど
も
も
今
回
か
ら
参
加
の
子
ど

も
も
自
分
の
教
室
の
講
師
の
顔
を
し
っ
か
り

と
見
て
、
講
師
の
自
己
紹
介
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
「
キ
ラ
リ
」
と
輝
く
瞳
・
い

き
い
き
と
活
動
す
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を

目
指
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
地
域

の
人
々
の
力
を
借
り
、

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

心
と
た
く
ま
し
く
生
き

抜
く
力
を
育
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

た
く
ま
し
い
子
ど
も

た
ち
の
様
子
を
、
ぜ
ひ

ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

リクエストの多い図書
ベスト５

　さわた・小木・真野図書館で８名
の小学生が一日図書館員に挑戦し、
図書館のいろんな仕事を体験しました。
本の貸出や返却、本棚に本を戻したり、
シールブックにシールを貼ったり･･･
普段は入ることのできない図書館の
カウンターでの仕事に、みんな一生懸命取り組んでいました。「楽
しかった！」「またやってみたい」と図書館のお仕事を楽しん
でくれたようでした。

1日こども図書館員　

紙芝居、絵本の読み聞かせ、自由読書（キャラバンカー
につんである絵本や児童書を自由に読むことができます）

が佐渡にやってきます！

☆７月10 日（土） 午前10 時から
　両津図書館（両津地区公民館前駐車場）

☆７月11 日（日）午後2 時から
　小木図書館（小木地区公民館前駐車場）

みなさんお誘い合わせておいでください。
お待ちしています。

わ
く
ド
キ
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
活
動
入
会
式

　
　
　
　
　
　

 　
　
　
（
金
井
地
区
）

BOOKBOOKBOOK

図書館だより

教育委員会社会教育課
27-4170（両津支所内）

「
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
秀
作
美
術
館
」が

移
転
し
ま
し
た　
　
　
（
小
木
地
区
）　
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　　　　　夏休みゲーム大会in南佐渡　参加者募集！
赤泊中学校3年生を中心に結成された「ドナルド団ＮＰＯ」がゲ

ーム大会を企画しました。PSP（プレイステーション・ポータブル）

を使ったゲーム「モンスターハンターセカンドG」の大会です。

日　時　8月1日（日）、8日（日）、15日（日）、22日（日）
　　　　午後1時から

会　場　赤泊総合文化会館　　参加料　1人500円
対　象　年齢制限なし（1チーム4人でお申し込みください）
お申し込み　各開催日1週間前までに「チーム名」「代表者名」「メ
ンバー名」「連絡先」を提出してください。

お問い合わせ　主催 さど野NPO南サポートCR（担当：外内與一）
　　　　　　　 87-2148　メール sadononpo@e-sadonet.tv

※参加条件などがありますので、詳しくはお問い合わせください。

遺跡の歴史や価値を学ぶ
「佐渡金銀山遺跡現地見学会」　
　　　　　　　　　　　  5月15日
　佐渡金銀山の世界遺産登録に向け、そ

の価値を知ってもらう「佐渡金銀山遺跡

現地見学会」が西三川砂金山で行われ、

21人が参加しました。

　西三川砂金山は『今昔物語集』や『宇

治拾遺物語』に記された砂金採取の舞台

とされ、中世から江戸時代にかけて佐渡

の砂金採取の中心地として栄えました。

　参加者は、砂金を含む山肌を掘り崩し

た痕跡が残る虎丸山や、金山役宅跡など

を見学しました。笹川集落の方々のあた

たかい出迎えを受け、交流を通して金の

産出で栄えた当時に思いを馳せながら、

遺跡への理解を深めていました。

虎丸山を見学

日　時
7月3日（土）・4日（日）

両日とも午前9時～午後5時

場　所
羽茂温泉クアテルメ佐渡

お問い合わせ
教育委員会社会教育課佐渡学センター 23－2100

佐渡植物園　ウチョウラン展お知らせ お知らせ

お知らせ

正しい交通ルールを学ぼう！
　羽茂保育園で交通安全教室開催　　5月11日
　羽茂保育園で交通安全教室が開催され、園児たちが横断歩道の

渡り方について学びました。園児たちは少し緊張した様子でした

が、正しい横断歩道の渡り方について確

認をし、みんなで交通安全について、理

解を深めました。

　最後に、ひとり一人が駐在所のおまわ

りさんと握手をし、子どもたちは笑顔い

っぱいでした。

日本最大規模
　2010スポニチ佐渡ロングライド210　　5月16日
　佐渡を代表するスポーツ大会のひとつ「2010スポニチ佐渡ロングライド210」

が開催され、参加者は佐渡の雄大な自然を味わいながら快走しました。

　大会は年々人気が高まり、５回目となる今年は島内外から3043人が参加し、

2736人が完走。日本最大規模の大会へと成長しました。

　参加者の皆さん、おつかれさまで

した。そして、大会を支えてくださ

ったボランティアの皆さん、沿道か

らあたたかい声援を送ってくださっ

た皆さん、ありがとうございました。

「新日本様式」100選認定　正法寺ろうそく能　
日　時　6月26日（土）開場：午後5時30分　開演：午後6時
会　場　正法寺本堂（金井　泉）
講　演　　田東伍の「世阿弥発見」
　　　　講師　　田東伍博物館長　渡辺史生さん

演　目　能「忠度」
　　　　監修　重要無形文化財総合指定　本間英孝さん

観覧料　一般席2,500円（入場定員があります）
チケット・お問い合わせ
佐渡の能を識る会　 63-3181／佐渡観光協会中央支部

55-3589／佐渡観光協会　 23-3300

ただのり

ウチョウランは、ラン科の多年草で、花の色や型も数
多くの種類があります。花は主に6～7月頃に咲き、小
さくて可憐な花を一茎にたくさんつけます。産地など
によって変種や近縁種などが数多くあり、それぞれに
個性があります。

競輪補助事業の補助金を受けて、無事に完了いたしました。

地 域 の 話 題 を 紹 介 し ま す
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救
急
法
基
礎
講
習

救
急
法
救
急
員
養
成
講
習

水
上
安
全
法
短
期
講
習

会
場

携
行
品

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

対
象

日
時

会
場

内
容

申
込
期
限

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

４回目となる今回のテーマは「潟上型
鬼太鼓の展開」。解説の後、3集落（柿
野浦、四日町、新穂大野）の鬼太鼓の
実演、そして座談会を予定しています。
他所の集落の方々と一緒に「佐渡の鬼
太鼓」について語り合いませんか。

日時　7月4日（日）午後1時30分～午後4時
　　　参加費無料・申込不要
会場　佐渡太鼓体験交流館（たたこう館）
　　　小木金田新田150-3　
解説　松田祐樹さん
　　  （NPO法人佐渡芸能伝承機構 理事長）
主催　NPO法人佐渡芸能伝承機構
後援　佐渡市、財団法人鼓童文化財団
お問い合わせ　
　　　NPO法人佐渡芸能伝承機構
　　　 080―6634―3423

この事業は「佐渡おこしチャレンジ事業」
の助成を受けて実施しています。

有　

料　

広　

告

第4回「鬼太鼓の伝播を探る」
シンポジウム

クリーニング師が
10人いるせんたくや

・ 一般ドライクリーニング
・ 布団レンタル
・ 洋服のリフォーム

（国家資格）

佐渡市畑野甲403
営業時間／AM8：00～PM5：30 定休日／日曜日

66-3689

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

福　

祉　

健　

康

「
と
き
の
会
」
の
ご
案
内

日
赤
救
急
法
基
礎
講
習
お
よ
び

救
急
員
養
成
講
習
・
水
上
安
全

法
短
期
講
習
の
ご
案
内

金子司法書士
事務所
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市
営
住
宅

◆
瓜
生
屋
第
１
住
宅
（
新
穂
）

　

所
在
地　

新
穂
瓜
生
屋
２
８
３
番
地
２

　

規
格　

木
造
２
階
建
て

　
　
　

３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
11
年
度
建
設

　

募
集
戸
数　

１
戸
（
12
号
）

　

月
額
家
賃　

２
万
４
１
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

４
万
７
４
０
０
円

　

県
営
住
宅

◆
青
柳
寺
住
宅
（
佐
和
田
）

　

所
在
地　

中
原
３
１
３
番
地
１

　

規
格　

中
層
耐
火
構
造
４
階
建
て

　
　
　

３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
56
年
度
建
設

　

募
集
戸
数　

３
戸
（
３
、
４
階
）

　

月
額
家
賃　

１
万
６
５
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

３
万
２
４
０
０
円

　

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

◆
新
町
住
宅
（
真
野
）

　

所
在
地　

真
野
65
番
地
１

　

規
格　

木
造
平
屋
建
て

　
　
　

３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
13
年
度
建
設

　

募
集
戸
数　

１
戸
（
12
号
）

　

月
額
家
賃　

５
万
６
０
０
０
円

◆
天
沢
住
宅
２
（
羽
茂
）

　

所
在
地　

羽
茂
本
郷
１
６
１
２
番
地

　

規
格　

木
造
平
屋
建
て

　
　
　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
８
年
度
建
設

　

募
集
戸
数　

１
戸
（
14
号
）

　

月
額
家
賃　

４
万
５
０
０
０
円

◆
真
浦
住
宅
（
赤
泊
）

　

所
在
地　

真
浦
１
３
９
番
地
８

　

規
格　

木
造
２
階
建
て

　
　
　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
７
、
８
年
度
建
設

　

募
集
戸
数　

２
戸
（
３
、
６
号
）

　

月
額
家
賃　

３
万
８
０
０
０
円

　

若
者
夫
婦
向
け
賃
貸
住
宅

◆
大
野
第
２
住
宅
（
両
津
）

　

所
在
地　

梅
津
２
２
４
４
番
地
２

　

規
格　

中
層
耐
火
構
造
３
階
建
て

　
　
　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
14
年
度
建
設

　

募
集
戸
数　

１
戸
（
１
階
）

　

月
額
家
賃　

３
万
８
０
０
０
円

　

入
居
資
格

※
市
営
、
県
営
住
宅
は
①
②
③
④
⑥
に
、

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
は
①
②
③
⑤
⑥

に
、
若
者
夫
婦
向
け
賃
貸
住
宅
は
①

③
⑦
⑧
⑨
⑩
に
該
当
す
る
こ
と

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る

か
、
住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、

公
租
公
課（
市
税
等
）を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と

②
同
居
す
る
親
族
（
婚
約
者
を
含
む
）
が

い
る
こ
と

③
申
込
者
（
同
居
す
る
親
族
を
含
む
）
が

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防

止
等
に
関
す
る
法
律
第
２
条
第
６
号

に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

④
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種

控
除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万

８
０
０
０
円
（
高
齢
者
世
帯
、
障
が

い
者
の
い
る
世
帯
、
小
学
校
就
学
前

の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
等
は
21
万

４
０
０
０
円
）
以
下
で
あ
る
こ
と

⑤
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種

控
除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万

８
０
０
０
円
以
上
48
万
７
０
０
０
円

以
下
で
あ
る
こ
と

⑥
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

⑦
申
込
者
と
配
偶
者
（
婚
約
者
を
含
む
）

の
満
年
齢
の
合
計
が
申
込
み
日
に
お

い
て
70
歳
以
下
で
あ
る
こ
と

⑧
申
込
者
と
配
偶
者
（
婚
約
者
を
含
む
）

が
同
居
す
る
こ
と

⑨
同
居
す
る
方
が
申
込
者
及
び
配
偶
者

の
直
系
親
族
で
あ
る
こ
と

⑩
入
居
後
、
速
や
か
に
当
該
賃
貸
住
宅

の
所
在
地
に
住
所
を
移
転
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と

申
込
方
法　

市
役
所
建
設
課
ま
た
は
各
支
所
・
行
政
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
担
当
窓
口
へ
、

申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限　

６
月
30
日（
水
）
午
後
５
時

入
居
可
能
日　

７
月
下
旬

入
居
に
際
し
市
内
在
住
の
連
帯
保
証
人
と
敷

金（
家
賃
の
３
か
月
分
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
事
前
に
住
宅
内
部
の
見
学
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
建
設
課
（
建
築
住
宅
係
）

63
│
５
１
１
８　

ま
た
は
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
住
宅
担
当
窓
口
へ

　
　
　
　
　
　
　
　

へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容　
　

・
解
雇
、
退
職
、
雇
用
保
険
、
賃
金
な
ど
の

労
働
問
題

・
就
業
規
則
の
改
定
な
ど
の
労
使
関
係

相
談
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
休
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◇
無
料
の
弁
護
士
相
談
も
あ
り
ま
す
（
事
前

に
予
約
が
必
要
で
す
）
。

【
休
日
労
働
相
談
会
の
お
知
ら
せ
】

　

労
働
者
、
事
業
主
を
問
わ
ず
、
労
働
に
関

す
る
ご
相
談
に
社
会
保
険
労
務
士
や
労
働
基

準
監
督
署
の
職
員
な
ど
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
。

　

労
働
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
何
で
も

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
19
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

場
所　

新
潟
地
域
振
興
局
（
新
潟
市
中
央
区

　
　
　

川
岸
町
３
―
１
８
―
１
）

※
新
潟
放
送
（
Ｂ
Ｓ
Ｎ
）
隣
、
Ｊ
Ｒ
白
山
駅

か
ら
徒
歩
10
分

◇
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◇
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

お　

知　

ら　

せ

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

新
潟
県
新
潟
労
働
相
談
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
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農業委員会からのお知らせ

農業者年金現況届は忘れずに提出を！

  ６月30日（水）

  ７月１日（木）

  ７月２日（金）

お問い合わせ

けていますのでご利用ください。

クリーンエネルギー活用事業
補助金制度のお知らせ

多くの尊い命を救うため
献血にご協力ください

佐渡スポーツハウスで健康増進！

農業者年金を受給されている方は、年金を受給
するために、現況届の提出が必要です。

現況届の用紙は５月末日までに、
直接受給権者ご本人あてに送付
されています。

現況届は、6月30日までに、最
寄りの各支所（産業振興課）・行
政サービスセンターまたは農業
委員会に提出してください。

現況届の提出がないときは、11月
の支払いから現況届が提出される
までの間、年金の支払いが差し止
められますので、ご注意ください。

お問い合わせ　

お問い合わせ　

6・7月の献血

現況届が届く時期は・・・ 現況届の提出時期は・・・ 現況届の提出を忘れると・・・

室内温水プール（利用時間など）

トレーニング室・体育館（利用時間）

人工芝テニスコート（利用時間）

お問い合わせ

生徒募集

現況届

補助対象設備 補助金額 補助金額上限

※補助金交付決定前に新規登録または設備設置着手をした場合は、補助金は交付
　されませんのでご注意ください。
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大佐渡北部・岩谷口からあがり、新潟大学演習林の「千

手杉」を中心に原生林・杉巨木群をめぐる新しいコース

を一般公開予定です。その事前モニターを募集します。

「原生林と杉巨木群トレッキング」
～千手杉ルート～
モニターツアー参加者募集

日　　時

参加対象

募集人数

受　　付

参 加 費

お申し込み

日時

会場

主催

お問い合わせ

日時

場所

お問い合わせ

日時

会場

講師

主催

お問い合わせ

佐渡市環境フェア２０１０

人権啓発講演会　
　マスオさんが語る日本の家族

掃海艇「ながしま」　
　　一般公開のお知らせ

アニメ サザエさんの
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“東京両津の会”
　第48回総会・懇親会を開催！
　去る4月25日、東京・信濃町「ジョン万次郎」

において“東京両津の会”の総会・懇親会が開

催された。この会は旧両津市出身者を母体とす

る郷土会で、今回は北は鷲崎から南は水津まで

総勢190余名というかつて無い規模での総会と

なった。

　また、来賓には佐渡からも　野佐渡市長、増

野両津支所長をはじめ、齋藤甲子郎様、親松東

一様、川口徳一様など大勢の方々にご参加いた

だいた。

　総会では、塚本寅夫新会長の挨拶のあと　野

市長、増野支所長から佐渡の近況が報告され、

来場者の郷愁を誘った。

　懇親会は増野支所長の乾杯の音頭で始まり、

郷土の食材を使った懐かしい料理に舌鼓をうち、

おいしい故郷のお酒を楽しんだ。

　ステージでは恒例のまぐろ解体ショー、湊・

夷出身者有志による「湊木遣り」、若波会の皆

さんによる懐かしい郷土民謡踊り、最後に「輪

おどり」で会はさらに盛り上がった。定番の佐

渡おけさの他、両津甚句も追加され、まさに故

郷の盆踊りを彷彿とさせる光景であった。参加

者全員が一体となって佐渡を堪能した一日とな

った。
（文責 : 東京両津の会 小路 徹）

お問い合わせ　アミューズメント佐渡 52-2001

第65回 新潟県美術展覧会「佐渡展」開催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
渡
市
長　
　

野
宏
一
郎

渡
邉
教
育
長
退
任

　

こ
の
た
び
渡
邉
剛
忠
教
育
長
が
退
任
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
送
別
の
宴
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

渡
邉
教
育
長
は
昭
和
39
年
３
月
に
新
潟
大
学
教
育
学

部
を
卒
業
さ
れ
県
立
佐
渡
高
校
校
長
を
最
後
に
永
く
教

職
畑
を
歩
ま
れ
、
そ
の
経
験
か
ら
お
願
い
し
て
平
成
18

年
か
ら
佐
渡
市
の
２
代
目
の
教
育
長
に
就
任
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

教
育
長
と
し
て
渡
邉
さ
ん
は
誠
実
に
児
童
・
生
徒
の

心
を
大
切
に
し
「
学
力
・
体
力
の
向
上
」
と
、
「
佐
渡

学
」
の
確
立
や
世
界
遺
産
の
登
録
に
向
け
て
、
県
と
協

力
し
て
そ
の
道
筋
を
確
か
な
も
の
に
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
準
備
が
進
む
ジ
オ
パ
ー
ク
の
進
捗
に
ご
自
分
の
深
い

知
識
を
存
分
に
活
用
さ
れ
、
現
在
進
捗
状
況
は
著
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
特
筆
す
べ
き
は
学
校
統
合
に
当
た
っ
て
教
育
的

見
地
か
ら
学
校
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
直
接
地
域
に

入
っ
て
議
論
を
戦
わ
せ
、
難
し
い
調
整
に
粘
り
強
く
理

解
を
進
め
る
手
法
は
、
本
当
に
頭
の
下
が
る
思
い
で
し

た
。
時
と
し
て
対
立
す
る
地
域
と
の
話
し
合
い
に
、
毎

晩
の
よ
う
に
現
場
に
出
ら
れ
て
居
ら
れ
る
姿
が
ま
ぶ
た

に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

在
職
中
は
激
務
が
続
く
中
で
か
な
わ
な
か
っ
た
奥
様

孝
行
を
充
分
な
さ
れ
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

会　期　7月8日（木）̃12日（月）
　　　　午前9時̃午後6時

会　場　佐和田体育館
前売り券　一般400円（当日券450円）
　※大学生・高校生以下無料

　教育委員会社会教育課、各地区公

民館、アミューズメント佐渡、佐

渡中央図書館等で販売中

作品鑑賞会　7月10日（土）
　　　　午後1時30分～午後3時

　・「日本画、洋画、彫刻」講師：田中足穂さん

　・「版画」講師：小林寿一郎さん

　・「工芸」講師：長浜数義さん

　※長浜さんの作品鑑賞会については、日時は未定です。

詳細が決まりましたら、CNS等でお知らせします。

お問い合わせ　教育委員会社会教育課（社会教育係）
27－4170（両津支所内）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

佐渡出身の仲川恭司さんが「書道」の審査員に　
財団法人独立書人団理事長の仲川

恭司さん（金井 中興出身）が、

県展「書道」部門の審査員を務め

ます。

【略歴】専修大学文学部教授、財

団法人独立書人団理事長、財団法

人毎日書道会理事。第1回手島右

卿賞、第33回毎日書道展会員賞

受賞。佐渡では1991年に旧金井町で仲

川恭司近作書展開催、2003年第19回

全国天領ゼミナール記念講演、2004年

金井町名誉町民顕彰記念碑文揮毫など。

市役所応接室に仲川さんの作品が飾っ
てあります
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＊　戸　籍　の　窓　＊ 4.13～5.17届出

地  区  名 大  字  名
う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

氏　　　　名 保護者 たんじょう日

地  区  名 大  字  名 氏　　　　名 年　　齢 ご  命  日

4.5
4.7
4.12
4.12
4.20
4.22
4.22
4.22
4.28
5.3
5.8
4.3
4.4
4.25
4.28
4.3
4.12
4.14
4.18

裕貴
弘毅
光一
隆介
亮太
光伸
政則
勇人
典明
裕一
伸二
絢也
武利
大和
一夫
友朗
和人
浩二
慎二

両　津
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
佐和田
　〃
　〃
　〃
金　井
　〃
　〃
　〃

長江
上横山
加茂歌代
旭
梅津
浜田
梅津
梅津
河崎
加茂歌代
上横山
長木
青野
中原
八幡
千種
千種
千種
中興

（たいが）
（ひめの）
（ひろと）
（ゆうひ）
（ひなた）
（ゆの）
（まみ）
（じょうらん）
（ゆあ）
（こたろう）
（ひなた）
（ゆうま）
（りひと）
（だいすけ）
（たかよし）
（さとし）
（ゆい）
（しょうた）
（ひさの）

小　菅　大　河
甲　斐　妃　乃
中　村　優　翔
関　口　雄　飛
丹　穗　陽　太
本　間　結　乃
田　持　真　美
清　光　丞　楽
帶　刀　友　愛
池　　　琥太郎
中　村　ひなた
�　本　悠　馬
茨　城　莉　仁
丹　波　大　亮
本　間　貴　義
川　上　哲　史
堂　後　結　衣
清　水　翔　太
伊　藤　尚　乃

4.12
4.14
4.14
4.15
4.16
4.17
4.19
4.19
4.20
4.21
4.22
4.23
4.26
4.26
4.29
4.29
4.30
4.30
5.3
5.4
5.9
5.9
5.10
5.13
5.14
5.16
5.16
5.17
4.15
4.19
4.20
4.27
4.30
5.8
5.9
5.10
5.11
5.17
4.19
4.23
4.23
4.27
5.2
5.12
4.13
4.14

97
68
98
95
89
90
91
90
86
82
79
43
93
77
88
92
55
78
61
78
75
76
75
87
90
76
85
87
89
89
85
75
97
82
88
108
89
79
86
69
94
77
65
62
87
80

両　津
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
相　川
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
佐和田
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
金　井
　〃

両津湊
吾潟
下久知
両津夷
北五十里
真木
柿野浦
和木
鷲崎
赤玉
野浦
白瀬
加茂歌代
加茂歌代
椿
久知河内
梅津
白瀬
秋津
水津
梅津
歌見
原黒
下久知
加茂歌代
河崎
東立島
梅津
北片辺
相川大間町
米郷
相川上京町
達者
達者
稲鯨
高千
姫津
入川
真光寺
八幡町
河原田諏訪町
河原田本町
河原田本町
河原田諏訪町
中興
大和

大　野　ヤ　ヨ
土　屋　紀　子
計　良　チ　エ
　　木　一　郎
村　上　サ　ヨ
松　木　　　男
平　井　セ　キ
�　橋　竹　一
本　間　正　義
川　本　キ　ワ
山　口　美哉子
安　藤　明　人
兵　庫　マ　サ
小　林　　　勇
山　下　政　次
三　國　秀治郎
山　本　　　司
梅　津　一　雄
伊　藤　和　雄
金　子　タ　ノ
水　戸　弘　子
磯　野　ヨシヱ
望　月　　　進
粕　谷　千代枝
中　川　長　三
後　藤　敏　熙
内　田　ツヨノ
橋　本　トシ子
本　間　タ　ツ
遠　藤　千代枝
山　本　三　一
境　　　　　確
渡　辺　ウ　メ
濱　辺　松　枝
岩�　　健　藏
田　中　カ　ネ
椎　野　ヒ　メ
計　良　加　愛
仲　嶋　ス　エ
本　間　　　子
中　村　シズエ
金　子　洋　子
山　本　美代江
羽　藤　弘　美
光　村　チヨ子
石　川　ミ　サ

4.15
4.18
4.20
4.23
4.24
4.25
5.4
5.5
4.15
4.19
5.5
5.5
5.7
5.14
5.16
4.13
4.22
5.8
5.10
5.14
4.19
4.25
5.4
5.8
5.12
5.13
5.13
5.15
4.17
4.26
5.3
5.13
4.15
4.17
4.21
4.26
4.27
5.1
5.3
5.11
5.12
4.19
4.24
4.27
4.30
4.30
5.8

82
83
90
87
90
88
82
92
85
99
86
86
57
71
88
90
91
87
92
94
90
81
77
83
67
86
85
96
61
70
82
63
65
96
52
77
90
74
66
74
87
100
79
93
91
93
89

金　井
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
新　穂
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
畑　野
　〃
　〃
　〃
　〃
真　野
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
小　木
　〃
　〃
　〃
羽　茂
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
赤　泊
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃

吉井
吉井
金井新保
泉
水渡田
水渡田
千種
千種
新穂正明寺
新穂瓜生屋
下新穂
新穂瓜生屋
新穂武井
新穂武井
新穂正明寺
宮川
栗野江
松ヶ崎
畑野
目黒町
大倉谷
竹田
静平
大倉谷
大須
真野新町
真野
長石
小木町
小木町
宿根木
小木町
羽茂村山
羽茂小泊
羽茂本郷
羽茂亀脇
羽茂大石
羽茂上山田
羽茂大崎
羽茂小泊
羽茂三瀬
真浦
下川茂
柳沢
南新保
赤泊
外山

渡　邉　　代治
渡　邉　キ　ヨ
和　田　初　枝
服　部　　　潔
渡　部　豊　子
本　間　彦太郎
笹　木　一　雄
池　田　ト　シ
吉　田　カ　ヤ
鈴　木　ミヨシ
池　野　　　汎
渡　邉　はつえ
安　達　眞　守
安　達　タカ子
松　田　芳　明
尾　崎　政　雄
渡　邉　勘　一
青　木　文　次
熊　谷　フ　ミ
土　屋　ム　メ
金　子　眞　一
日　野　典　二
和　泉　修　二
井　出　千　津
須　田　三　惠
安　達　トシエ
佐々木　トシノ
中　野　カ　ン
本　間　縫　子
桃　井　美惠子
春　日　一　夫
中　川　孝　一
細　井　　　子
磯　部　タユ子
風　間　孝　一
笠　井　可　也
古　屋　豊　作
渡　辺　武　雄
石　渕　治　作
金　子　伯　文
川　内　長太郎
金　子　ヨ　シ
道　前　清　治
金　子　周　作
　　地　一　夫
信　田　三　作
氏　江　ナ　ミ

4.22
4.30
5.2
5.3
5.4
4.18
5.11
4.5
4.14
4.21
4.26
4.12
4.15
4.21
4.23
4.30
4.16
4.28
5.1

誠
桂文
達也
祐太
芳己
卓
紀秀
梨佳
敬介
充春
明彦
利行
優介
寿和
　磨
隼斗
　應
直人
正人

金　井
　〃
　〃
　〃
　〃
新　穂
　〃
畑　野
　〃
　〃
　〃
真　野
　〃
　〃
　〃
　〃
小　木
　〃
赤　泊

千種
中興
中興
中興
泉
新穂長畝
新穂潟上
寺田
栗野江
畑野
畑野
椿尾
西三川
西三川
真野新町
真野新町
琴浦
小木強清水
赤泊

（ななこ）
（こはる）
（ゆうや）
（かなた）
（そあ）
（あいか）
（こいと）
（かいじ）
（そうすけ）
（りこ）
（ゆうま）
（みゆ）
（るな）
（きさき）
（りゅうが）
（りお）
（おとは）
（あや）
（おとは）

　　地　菜々子
塚　本　こはる
雜　賀　結　也
齋　須　奏　太
佐々木　奏　愛
山　本　愛　華
成　　　琥　紀
渡　部　皆　慈
尾　崎　蒼　介
佐　藤　俐　子
本　間　雄　馬
中　嶋　心　桜
松　田　瑠　奈
入　舟　希　咲
　　藤　立　凱
竹　内　莉　央
石　塚　乙　羽
　　嶋　　　彩
八　木　響　春

※保護者やご遺族の承諾を得て掲載しています。（敬称略）

（屋号：次郎平）

琢
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＜城山コンサート通し券＞
8/20～22･･･13,000円
＜城山コンサート2 日券＞
8/20 + 21･･･8,400円
8/21 + 22･･･8,900円

佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）
　防災・防犯
　通行止め
　観光イベント情報

■発行・編集　佐渡市役所 総務課広報広聴係　佐渡市千種232番地　　　　■発行日　平成22年6月10日
　TEL0259（63）3111・FAX0259（63）3300　　ホームページアドレス http://www.city.sado.ni igata.jp

市の面積　855.30 （平成21年10月1日）　市の海岸線279.6km（平成20年3月31日）

行政の動きや島内各地の身近な話題を紹介します。
◇チャンネル
  アナログ放送：12ch(小木・羽茂・赤泊地区9ch)
  デジタル放送：112ch 
◇毎週月～金曜日　17:00から放送
   【再放送】19:30～、21:00～、22:00～、23:00～、翌日6:30～
　※番組表は各支所・公民館・温泉施設等に置いてあります。

◆市役所情報センター室　 51-2030

市
の
魚　

ブ
リ

市
の
鳥　

ト
キ

市
の
木　

ア
テ
ビ

市
の
花　

カ
ン
ゾ
ウ

佐渡市ケーブルテレビ

CNSニュース
佐渡市ケーブルテレビ

CNSニュース
お問い合わせ  市役所地域振興課
　　　　　　（情報政策係） 63-5139

地球の祝祭 
アース・セレブレーション2010

8/20（金）～22（日）

アドレス sado@psmail.jpに空メールを送る
と、仮受付メールが返信されますので、案内
にしたがって本登録してください。

ハガキに、お名前／〒住所／電話番号／（学校名）をお書きの上、お申し込み
ください。
宛先：〒952-0611　佐渡市小木金田新田148-1　EC佐渡招待係宛
締切：6/25（金）必着
※ハガキ1枚で１名様のみの申し込みとなります。応募多数の場合は抽選となり
ます。当選発表は発送をもってかえさせていただきます。当選された方へは、
7月15日までにご案内をお届けします。

【佐渡の皆さんの参加　大募集！】 募集内容：アルバイト・ボランティアスタッ
フ、ハーバーマーケット出店、ワークショップ参加、フリンジ出演者（6/25まで受付）

【皆さんもECサポーターに！】ECをこよなく愛し、趣旨に賛同してくださる
団体、個人の皆さまのご支援をお願いします。サポーターにはAタイプ（5万円）、
およびBタイプ（1万円）の2種類のプランがあり、ECサイトやパンフレットへ
のお名前掲載、城山コンサート招待券などの特典があります。（6/25まで受付）

★太鼓体験塾　
鼓童メンバーが、アシスタントの研修生と共に各
会場にうかがいます。ブラジルの太鼓「サンバ」
と「和太鼓」の回があり、参加費無料の2時間の
プログラムです。
■サンバ
6/19（土）10：00～
　佐和田体育館
　問 西教育事務所 57-8131
6/19（土）15：00～
　佐渡太鼓体験交流館
　問 たたこう館 86-2320
■和太鼓
6/20（日）14：00～
　あいかわ開発総合センター
　問 北教育事務所 74-2332
6/26（土）9：30～ 赤泊総合文化会館
　問 赤泊地区公民館 87-3141

★佐渡薪能公演 　　
第一夜 8/18（水） 開演19：00
　椎崎・諏訪神社能舞台公演（両津  原黒）
能「橋弁慶」／狂言「舟ふな」／創作ダンス「鶴女房」

第二夜 8/19（木） 開演19：00
春日神社能舞台公演（相川下戸村）
半能「屋島」／狂言「酢薑（すはじかみ）」／創作ダ
ンス「鶴女房」
○料金　大人3,000円（当日3,300円）
　　　　小中高生1,500円（当日1,700円）
　　　※2会場通し券（前売のみ）
　　　　大人5,000円、小中高生2,500円 　
○出演　津村禮次郎（能）、小笠原匡（狂言）、 
　　　　森山開次（ダンス）、狩野泰一（篠笛）ほか 
○お問い合わせ　佐渡観光協会　 27-5000

チケット発売中

EＣプレイベント

『城山コンサート』チケット発売中！
（小木・城山公園）

お得な
割引セット券
　 をどうぞ！

【佐渡島民スペシャル企画】　　
8/21（土）城山コンサートに一般50名、高校生50名をご招待！

23回目を迎える今年は、フランス・コルシカ島の男性アカペラ
（合唱）グループ「ア・フィレッタ」が登場、鼓童は3日間出演します。

8/20（金）鼓童　前売り4,700円（当日5,000円）
8/21（土）ア・フィレッタ ＆ 鼓童　前売り4,700円（当日5,000円）
8/22（日）「祝祭」鼓童、ア・フィレッタ　前売り5,200円（当日5,500円）
※学生券（高校生以上～24歳以下の学生）各日3,500円（鼓童チケットサービスにて取扱）
※小中学生は入場無料です。（今年より子ども整理券は廃止します）
※各日共に　開演18:30、雨天決行です。ただし、主催者側が危険と判断した場合
には公演中止とすることがあります。雨天会場はありません。

【チケットのお求め】


